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IUPAC の Commission　on 　Agrochemicalsと

　　今後の ICPC （国際農薬化学会 議）の

　　　　　　　　予定 に つ い て

　 は じ め に

　 化学 の 広 い 範囲に わ た る研 究 者の 国際的 な 連台体 で あ

る 工UPAC （国際純正応用化学連合） の名は本誌の 読者

で あれ ば す べ て ご 存 じで あ ろ うが ，その 中 の Coninlis−

gion 　 en 　Agrochemicals に つ い て は あ ま り知られ て い

な い とみ られ る の で ，こ こ に そ の 活 動 を 紹介 し，あわ せ

て ICPC （国際農薬化学会議） の 今後 の 予定 な どに つ い

て 記す こ ととす る．

　 上 述 の よ うに IUPAC は 化学 の さ ま ざま な 分野 に お

い て 国際学会 の ス ポ ン サ ー
とな っ た り，術語 の 「定義」

や 化合物 の 「命名法」 な どをは じめとす る 学術的な問題

一
必ず しも第

一
線 の 研究者 が 研究対象 と して 取 り一ヒげ る

こ と は 多 くな い が ，学術的 ， 社会的に 重 要 と考 え られ る

よ うな 問題
一

に つ い て 数人 か ら 十数人 に 到 る 研究者 グ

ル
ープの 討議を も と に 総説 や モ ノ グ ラ フ を ま と め た りす

る．こ れ に は，研究者 （あ る い は学会）や 行政関係者 （あ

る い は 行政組織）へ の 提言 を 含 む こ とが 多 い ．

　 IUPAC に は 化学 の さまざまな分野 に 応 じて 7divi−

sions が あ り，お の お の に 数人 の division　commi 廿 ee

members が 置か れ て い る．ま た divjsion の 中に は ，

さ らに 仕事 の 対象 や 分野 に 応 じて subcommittee や

COmmiSSiOn が 置 か れ て お り，Commission に は tjtu−

lar　 members と associate 　 members と で 合 わ せ て

十 数 人 が 置か れ る こ とが 多 く， こ の ほ か 十人 以 上 も の

national 　representatives 力二置 か れ て い る c く｝mmis −

sion もあ る．

　Commission 　on 　Agrochemicals およびその Project

　 に つ い て

　IUPAC 　の 　divisions　の 中 の
一つ に　ApPlied

Chemistry　 Division が あ り， さらに そ の 中に Com −

missioll 　on 　Agrochemicals が あ る．も と も と
‘‘Resi −

due　 Analysis”　と　
f‘Termillal　 Residue ”

　とい う

Commission が あ っ た が，1975 年 に 統合され
‘‘Com −

lnission 　on 　Pesticides” とな り ， 1987 年 に は そ の 名

称が現在 の そ れ に改め られ た ．1993年 8 月現 在の titu−

1ar　menlbers は E ．　Dorn （chairman ）（ドィ ッ ｝，　 P ．

T ．Holland　（s  retary ）（ニ ュ
ージーラ ン ド），　 S．　Z ．

日本農薬学会誌 18
， S233− S235 （1993）

Cohen ，　R ．　M 、　Hol 工ingworth，G ．　D 、　Pa．ulson ，　R ．　D ．

WallcllOpe 　（以 上 ア メ リカ ），　 N ．　 Kurihara （日 本）；

associate 　 members は C．　V ．　 Eaclsfort］i （イ ギ リ ス ），

R ．Graney （ア メ リヵ ），　 D ．　J，　 Hamiltol1 （オ
ース トラ

リ ァ ），A ．　 w ．　Klein （ドイ ッ ），　J．　 Kovacicova （チ ェ

コ ），w ．　J．　Murray （カ ナ ダ），］3．　 Ohlin 〔ス ウ ェ
ーデ

ン ｝，K ．　Racke （ア メ リカ），　 M ．　W ．　 Skidmore （イ ギ

リ ス LB ．W ．Zeeh （ドィ ッ 〉で あ る． ま た 11 人 の

national 　representati 、
・es が こ こ に 属 して い る 　（こ の

中 に は 以前 に titular　member で あ っ た ような人 も含

まれ て い る．宮本純之博士 もそ の ような
一

人 で あ る．ま

た，博 士 は Committee 　of 　AI）plied　Chemistry　1）ivi．−

si｛，n の vice −president で もあ る 〕．

　 本 COInmission は 殺虫
一，殺菌

一，除草剤等の 薬剤の

開発 ， 使用 ， 規制に 関連 した 諸問題 と くに 人類 の 健康

と環境安全性 に 関す る さまざまな ト ピ ッ ク ス を取 り上 げ

て 調 査 ・討 議 す る こ とを 日的 の 一つ と して い る．そ の 結

果 は 総説 に ま とめ られ ， お もに Pure　 and 　 Applied

Chemistry 誌 に 公 表 され て い る． トピ ッ ク ス に は 農 薬

の 基礎化学的側面 か ら，食物 や 環境中 で の それ ら の 運

命，微量分析，さらに は 植動物を は じ め とす る 生体系で

の 代謝に到る ま で さまざまなもの が あ る．時代の 流れ に

よ り ， Commission の 目指す と こ ろ は 多少変化 して い

く部分 もあ る が ，プ ロ ジ ェ ク トと し て 取 り上 げられ る ト

ピ ッ ク ス で は ，い ずれ も 「農薬製造過程 か ら，農産物が

食品 と して 消費
・
消化 され る まで 」を視野 に 入れ ， 広 い

意味 で の 安全性 に 関係 した 提言を行な うこ と と し て い

る．

　 「化学 」連合 の 中 に ある こ とか ら当然 で あるが， こ れ

らの プ ロ ジ ェ ク トの 取 り扱い 方は あ くま で 「化学 」 の 立

場 か らで あ る こ と を と くに 付記 して お く，

　 こ こ 数年聞 に 公表され た （お よ び 公 表予 定 の 〉 プ ロ

ジ ェ ク トを一覧して 下 に示す．

　
‘‘Recommerlded 　 approach 　 to　the 　 appraisal 　 of

risks 　 to　 consumers 　 from 　 pesticide　 residues 　 jn

crops 　 and 　food　 commodities ，
”
J，　 A ．　R ．　 Bates

and 　S 、　Gorbach ．　 Pure 　APPI ．　Chem ．59，611−624

口987）

　
‘‘Potential 　contamination 　 of 　ground 　 water 　 by

pesticides，
”

　）r，　 Aharonsoll　 et　 aL ，　 Pure 　 Appl ．

Chem ．59，　1419− 1446　（1987）
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‘‘Pesticide　Metabolism ：　 extrapolation 　fr〔）m

animals 　to　ruan ，
’幽

」．rV
’liyainoto　et　a・1．，雪1（：♪110graph ，

Blackwe ！l　Scientific　Pllb1．，　Oxf σrd ，120　pp．，1988

　
［‘Recomrnended 　 approach 　 to　 the　 evaluation 　of

tlle　 environmental 　 behaviour　 of　pesticides，
”H ，

0 ，Esser　et　 al，，．Pu ・ve　 Af ）μ．　 Cllent−．60，90 レ 932

〔1988＞

　
‘‘
Mass 　spectrometric 　determina ．tion　of　pesticide

residues ，
”
　P ．　T ．　 Hollancl，　 Pure 　 APPI ．　 Chef・i．r、

62，317−336 　（1990 〕

　
‘‘The 　predjction　ol　pesticide　 residues 　ill　crops

by 　the　optimum 　 use 　of 　 existing 　clata ，
”
J．　A ，　 R ．

Bates ，　PMre 　Appt ．　Chem ．62 ，337 −350 〔1990＞

　
‘‘The 　rQle 　 and 　liniitations　of　micro （）rganisms 　in

the 　conversion 　 of　 xenobiotics ，
”L ，　 A ．　 Golovleva

et　al ．，Pure 　APPZ ．　Chem ，62，351−364　（1990）

　
‘‘Ana ．lysis　of 　residues 　of　dicarboximide　fungj−

cides 　 in　 foods，
”
　A ．　 Ambrus 　 et　 a1 ，，　 Puve　APPI ．

Chem ，63 ，747−762　（1991 ）

　
’‘
・4tpPraisal　of 　the　fate　c》f　a．grochelnica．ls　in

plants　a．nd 　soil ： a　cost −effective 　integrated　ap −

proach，
層’B ．　Donzel　 and 　 E ，1

．
）orn ，　 Pu ・re　Appl ．

Chem ，64 ，　1965 − 1976　（1992）

　
‘‘Use　of　isolated　cells 　to　study 　the　metabo 】isnl

of　agrocheinica ．ls　in　anilnals ∴ N ・1〈urihara 　et　al・，

Pure　APPI ．　 Chem ，65，2299−2312　（1993）

　
‘‘Detection　 and 　sign 岨 cance 　of　 ac 七ive　 metabo −

lites　 of 　 agrocllemical 臼 and 　 related 　 xenobiotics 　ill

animals ，
”
　R ．　M ．　Hollingworth 　et　al ．，」

）

tt
・
re 　A 少pl・

Cke 難 t．65 ，　in　press　（1993）

　また現在 プロ ジ ェ ク ト と し て 取 り上げられて い る もの

を 仮 の タ イ トル で 示す と次 の とお りで あ る （人 名 は そ の

pr｛）jectの co 〔〕rdinater ）．これ ら タ イ トル か らも Com −

mission の 目指す と こ ろ を くみ と っ て い た だ きた い ．

　
“off−site 　transport 　of 　pesticides　in　the　aqueeus

pha．se ： mathematical 　models 　for　leaclling　and 　run −

off
，

”S，　 Z ，　 Cohen

　
’‘The 　effects 　of 　processing　and 　storage 　on

pesticide　residues 三n 　food。
” P ．　T ．　Hollal 〕d

　
‘’Pesticides　 in　 air ，

”A ．　 W ．　 Klein

　
‘tThe

　disposal　 and 　degradation 　of　 pesticide

waste ，
” C ，　 V ．　 Eadsforth

　
‘‘
Pesticide 　run −off ： methods 　 and 　interpretation

of 　field　studies ，
”R ．　D ．　Wauchope

　
‘‘Dietary　intal〈e　of　pesticides− risk 　asseg ．　sment ，

”

D ．」．Hamiltun

　
“
　Pest ｛cide 　 transformation 　 in　 soils 　 in　 the

tropics，
” S・Z．　 Cohen

　
「‘Imlnunoassays 　for　residue 　analysis 　of 　agro −

ChemicalS ：　qUality　aSSUrac 　nCe 　and 　standardj −

zation ，
”B ，　 Zeeh

　
「‘
Chirality　in　synthetic 　agrochelnicals ： bioac−

tivitv　 and 　 safetv 　 consideration ，
”N ．　 Kurihara　　 J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽

　なお Commission で プ ロ ジ ェ ク トと して 取 り上げら

れ る まで に は，提案者 が 1ペ ージ程度の 簡単な概要
一プ

ロ ジ ＝ ク トの 目標 ， 想 定 さ れ る 読者，結論 と提言 で 論ず

べ き ポ イ ン ト等
一

を Commission 内の 全 メ ン バ ー （一ヒ

述） に 示 し，Commission は もと よ り，親委員会 で あ

る ApPljed　Chemistry 　D ｛vision の Committee で

も承 認 （プ ロ ジ ェ ク ト と し て 討議を続け て よ い と の ゴー

サ イ ン ）を得なけれ ば な らな い ．あま りに 基礎科学的な

プ ロ ジ ェク トは 本 Commission の 性質上，取 り上げ ら

れな い．また 2〜3 年内に ま とめ られそ うか どうか に つ

い て も厳 しい 討議が あ り，提案者が プ ロ ジ ェ ク ト提案 を

取 り下げ ざる を得 ない 場合 もあ る．

　1994 年と 1998 年 の ICPC （国際農薬化学会議）

　Commission の もう
一

つ の 重要 な 仕事 は 4 年ご と の

国際農薬化学会議の 企画 ・立案 で あ る．最近 の 例をあげ

る と，1990年 Hamburg で の 第 7 回 Congress の ほ ぼ

1 年前 の Commission 　meeting （Lund ，1989＞（meet
−

iTll’は 毎年 1 回行 な わ れ る）に お い て ，1994 年 は ア メ

リカ 合衆国 で 行 な うこ とが提案され，ア メ リ カ の Com −

nlission メ ン バ ーの 承 諾 と ，組織委員の 中核を な す と 想

定 され る 数人 の 研究者 （こ の 場合，Dr ．　P ．　Kearney と

Dr ．　J．　Plimmer ら） の 了承 な い し積極的な 誘致 の 姿勢

と に よっ て 事実上泱定され る．正 式 に は IUPAC 中 の

上 部組織 （Buroau ）の 承認 に よ る・

　日程 に つ い て 大体 7〜8 月 を 中 心 に 考え る とか ，main

topic や subtopic の Qrganizer の 候補 を 推薦す る な

ど， Commission に お い て 議論され る 案件 もあ る が，

企 画 ・立 案の 詳細，た とえば 日程 の 詳細 ， 場所 ， 組織委

員や プ ロ グ ラ ム 委員 そ して maill 　 topic （お よ び sub −

topic）⊂）rganizers の 最終決定等は ，ア メ リカ 側 に 任さ

れ る．（1982 年の 京都 で の 第 5 回 ICPC も同様 の 手続

きで 進 め られ た こ とを ご 存 じの 方も多い は ず で あ る．）

　最近 （1993年 8 月初旬） Third　 Circular が 送 られ

て きた．会期は 1994年 7 月 4〜9 日 ， 会場 は Washing −

ton，　D ，C．の Sheraton　Washington 　Ho 士el， 講演要

旨 の 提 出は 1993年 11月 15H ま で ，参加 登 録手続 （ad
−

vanced 　registration ）は 1994 年 5 月 31 日まで とな っ
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て い る．詳細は 上 記 Circularに あ る ，　 Circularの 請求

等 ， 連絡宛先 は 次 の とお り．

　Of丘ce 　 of 　the　Secretariat

　Eighth　InternatiQnal 　Congress　of 　Pesticide

　ChemistrV

　c！oAmerican 　 Chemica1 　 Societv

　Meetjng 　Department

　 ll55，16th　 Street，　 NW ．

　Washington ，　D ．C．20036，　U ．S．A ．

　 1993年 の Commission 　meeting で は ，第 8 回 ICPC

（WashingtOI1，　D ，C ．｝の 前年 で あ る こ とか ら次 回第 9 回

（1998年）の場所等の 相談が な され ， イ ギ リス の関係者

か ら開 催に 向け て 積 極的 に 努力 して い る との 主旨，会議

の 場所と し て は ロ ン ドン ， 時期 は 8月初旬 か ら中旬な ど

の 予定 の 説 明 が あ り，近 く こ の 線 で 決定 さ れ る こ と に な

ろ う．

　IUPAC 　Applied　Chemistry　Divisionに つ い て の 若

　干の補足説明

　App ］ied　 Chemlstry 　 Division に は 六 つ の cQm −

Missiolls （Food 　 Chemistry ； Biotechnology ； Oils，

Fats 　 and 　 Derivatives ； Atnlospheric 　 Cbemistry ；

Agrochemicals ；Water 　Chemistry冫が あ る ．こ の 中

で と くに Agrochemicals に 関係の 深 い の は Atmos −

pheric　 Chemistry と Water 　 Chemistry の com −

missi （m で あ ろ う．た とえば Atmosphelic 　Chemistry

の conlmission で 取 り上 げ られ て い る プ ロ ジ ェ ク トの

うち ， 次 の よ うな もの は 農薬 の 動態 （作業環境 や 生活環

境で の ） と 関係が あ る と思われ る ：

　
匹「Review 　of 　analytical 　methods 　lor　the　measure −

mellt 　 of 　 contaminallts 　in　the 　 workplace
”

　
’‘The 　use 　 of　passive　 samplers 　 for　 monitoring

of 　 atmospheric 　 constituents
”

等．

　 XIVater　Chemistry の com 皿 issionで は さらに 関係

の 深 い プ ロ ジ ＝ ク トが 討議 され ， ま た す で に pub ］ish さ

れ た もの もあ る ：

　
ttPesticides

　in　Surface　waters ”

ed ．　A ．　J．　Dobbs
et　 al．，　 Monograph

，
　 Water 　Research　Centre，

Marlow ，　 Buckingham5hire ，　 U ．K 、1993

　
f‘Leaching 　tests 士o 　 assess 　pollution　hazard　 to

ground 　water
”

等．

　 した が っ て
，

Agrochemicals の commission で は，

時 に 応 じて 上 記 の よ うな プ ロ ジ ェ ク トを 他 の cOmmis −

sion との ジ ョ イ ン トプ ロ ジ ェ ク ト と し て 取 り上 げ て 問

題 に 取 り組む こ と もあ る．

　 （京都大学放射性同位元素総合 セ ン ター
　 粟原紀夫）
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